
Fig1. Structure of solar cells 

Fig2. Relationship efficiency and doping rate of SmI2  
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1. 背景と目的  

Sn系ペロブスカイトは Pb 系ペロブスカイトに代わる太陽電池材料として期待されている[1]。し

かし、Sn系ペロブスカイト太陽電池は大気安定性及び光電変換効率において Pb系に比べて劣っ

ており、さらなる性能の向上が必要なペロブスカイト太陽電池である。Sn系ペロブスカイトでは

Snの酸化による Sn2+欠陥の生成が性能低下の原因と考えられている。そこで、本研究では、還元

材料として広く用いられているヨウ化サマリウムをペロブスカイト溶液に微小添加した Sn-ペロ

ブスカイト太陽電池を作製し、その太陽電池特性の変化を観測した。 

2. 実験方法 

 Fig.1 に電池の構造を示す。透明導電膜ガラス基板(ITO)上に

PEDOT:PSS を 成 膜 後 、 そ の 上 部 に Perovskite 溶 液

(FA0.75MA0.25SnI3+SmI2)をアンチソルベント法[2]で成膜しアニー

ルして結晶を成長させた。その後、真空蒸着法により C60, BCP, 

Ag, Auを成膜した。作製した素子の太陽電池特性を測定した。 

3. 結果 

 Fig.2 に SmI2の添加率と太陽電池特性との関係を示す。

結果より、1%添加時に光電変換効率が最大値をとった。ま

た、また、XPSによる depth評価では、Sm元素はペロブス

カイト薄膜表面近傍に存在していることが判明した。詳細

は本学会にて議論する。 
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